
 

 
 

 

 

   

戸籍の附票保存期間に関する報告 

 

戸籍の附票の保存期間について我々土地家屋調査士におきまして

も大きい問題となっております。近年は，報道においても空家問題

が取りざたされておりますが，この空家となった土地の所有権の相

続等の移転登記がなされていないため，隣接する所有者等の確認が

とることができないということで不都合が起きていることは，皆さ

んも経験のあるところであると思います。この時参考となるのが戸

籍の附票となりますが，この附票につきましては，住民基本台帳法

施行令３４条の規定により，全部が消除された戸籍の附票は、その

消除された日から 5 年間保存するものとするとされており，これを

過ぎてしまうとこの発行を行っていないのが現状となり隣接地等の

所有者が特定できないという問題があります。 

これに伴いこの延伸の要望につき政治家を通じ行ったところ，総

務省より回答がありました。 

質問事項及び回答内容につきましては，以下のとおりです。 
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